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産卵鶏に対する各種カルシューム剤給与試験について 
岡山県養鶏試験場 

 

試験の目的 

 最近の多羽数飼育による鶏の管理は、ケージ飼育

が大変多くなってきましたが、鶏の飼料中の無機成

分は特に、重要な問題となっています。この試験は

各種のカルシューム剤を飼料中に添加して産卵、卵

質、飼料効率等について当場で調査しましたのでそ

の概要を報告します。 

 

試験方法 

１、供試雛並びに試験区分 

 供用鶏は、1958年春季孵化の白レグ雌鶏 72羽を供

用してこれを無作為的に 18羽あて、４区分して第１

表のとおりの試験区を設けました。 

２、飼料の給与方法 

 飼料の給与方法は、朝・夕の２回は半練にしてこ

れに１日１羽当り 40 グラム（生

重量）の緑餌を混合給与し、昼は

乾燥粉餌として給与しました。グ

リットはＣ区を除いた他の３区

に不断給与しました。 

３、管理 

 バタリーに収容し管理しまし

た。 

４、試験期間 

 1960 年２月５日よ

り同年５月 12 日まで

の 14週間。 

 

試験成績 

１、産  卵 

 産卵状況は、第３表のとおりであっ

て、試験期間を通じてＡ・Ｂ・Ｃ区間

には殆んど差がありませんが、Ｃ区の

第５期以降の産卵率が急速に低下して、

平均値においても他の区に比較してか

なりの差が認められた。統計処理の結

果Ａ区、Ｃ区の間及びＤ区、Ｃ区の間

にそれぞれ１％水準で有意の差が認められました。

標準偏差においてはＤ区が最も優れ、産卵率と総合

考察して、Ｄ区が他の区に比較して若干優れた傾向

を示しました。従ってグリット無給与のもとで粒状

貝化石を給与することは不適当でありやはりカルシ

ューム剤は粒状であってもグリットの給与は必要で

あると考えられます。 

２、飼料摂取量 

 飼料摂取量は、第４表のとおりであって、Ａ・Ｂ・

Ｄ区間には殆んど差が認められませんが、Ｃ区にお

いて第５期以降飼料摂取量が減退しています。この

原因が給与カルシューム剤の影響によるものか、或

いは他の何かの原因により産卵率が低下したかは分

りません。飼料要求率においては、Ｄ区が最も優れ、

他の３区間には殆んど差が認められません。 
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３、卵  重 

 卵重は第５表のとおりであって、産卵率の増加に

ともなって各区共、卵重が漸減していますが、平均

値におけるＣ区の卵重が若干他の区に比較して劣る

数値を示しています。 

４、卵殻の厚さ及び卵の抗破壊性、卵型 

 卵殻の厚さ及び抗破壊性卵型は第６表のとおりで

あって、卵殻の厚さは各区の間に殆んど差が認めら

れません。卵の抗破壊力はＣ区が最も優れた数値を

示しているが、殆んど差がないように推察されます。

卵型係数はＣ区が最も優れた数値を示しているが殆

んど差がないと推察されます。卵型係数はＣ区が最

も低く、これが抗破壊力に若干影響に及ぼしたとも

考えられます。 

 

結  論 

１、産卵率においては、かきがら給与区が最も優れ、

炭酸カルシューム区、粉末貝化石区の類で、これに

次ぎ粒状貝化石区が最も劣る数値を示し、統計処理

の結果、粒状貝化石区と炭酸カルシューム区の間及

び粒状貝化石区とかきがら区との間に夫々１％水準

で有意の差が認められました。 

２、卵重において粒状貝化石区が若干劣る数値を示

しました。 

３、体重においては特に差が認められなかった。（体

重表は省略した） 

４、飼料摂取量においては粒状貝化石区が最も少な

く、飼料要求率においてはかきがら区が最も優れた

数値を示しました。 

５、卵殻の厚さにおいては差が認められません。抗

破壊力においては卵型係数を考察すると特に差があ

るとは認められません。 

 以上を要約してみますと、特にグリット無給与の

状態では、カルシューム剤として使用可能なものは、

炭酸カルシューム、粉末貝化石、かきがらであり、

粒状貝化石は不適当と考えられました。   （Ｏ・

Ｍ） 

 


